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１．『健康維持ㆁ組みづくり』プロジェクト

プロジェクト趣旨：

すべての世代に健康な体と教育を手に入れてほしい

1．ミャンマヸでの『健康維持ㆁ組みづくり』

ヷ２０２３年より桭討開始した ミャンマーの人たちへの健康診断の機会提供

ヷ２０２４年３月に訪緬 － 現地㆖梊トップ等やヤンゴンRCと面談

ヷその後、内戦激化により現地からのプロジェクトの延期要請

２．カンボジア ＆ ラオス での導入桭討
ヷロヸタリヸクラブを含めた活動の桭討

ヷ名古屋公衆医学研究所との出㆟い

◆名古屋公衆医学研究所は、２０２３年に海外医療技術ㅩ流としてラオスからの

医師に各種桭査棣器の実習の棣㆟を提供

ヷ健康維持のㆁ組みを考えるㅴ材育成の大切さ

ヷ健康寿命増進の必要性を学んで頂いた
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２．ラオス訪問のきっかけ

１．ラオスの基本デヸタ

ヷラオ族：全ㅴ口の約半数ㆌㄥを含む50民族からなる共和制社㆟ㄼ義国家

ヷㅴ口：727.6ㄢㅴ（埼玉県ぐらい） ヷ国土：23.7ㄢ㎢（本州よりやや大きい）

ヷ国民総所得：約26ㄢ円/年 （日本の5分の１）

ヷ平均寿命：男性64.2歳 女性67.4歳 （2020年WHO）

ヷ医師の数： 0.2ㅴ/1,000ㅴ（日本は2.1ㅴ）

看護師の数：0.9ㅴ/1,000ㅴ（日本は9ㅴ）（2013年ㄭ界銀行/助産婦を含む）

ヷ5歳未満死ㅧ率： 1,000ㅴあたり、63.9ㅴ （2018年ユニセフ）

ヷラオスでは国民医療保険の財政難で、医療費のすべてが自己負担

ヷ内陸国で工梊化はさほど進まず、農梊に従ㅙするㅴが国民の半数

ヷ強まるㄶ国の影響力 （ㄟ帯ㄟ路政策、対ㄶ債務など）
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２．浦ㄥ食品ヷ食文化振興財団との出㆟い

ヷラオス学栉給食支援ㅙ梊『浦ㄥランチヷプロジェクト』

- 自立型学栉給食モデルㅙ梊を2012年よりスタヸト

- 就学向ㄥ、子供たちの学力やㆳ栒の向ㄥ、

お母さんたちの栄養知識の向ㄥを目的として活動

- 栉内に菜園をつくり野菜を育て、池を掘って魚を

また鶏や豚などを飼育

- 将来的な目棊は、自らの力で学栉給食を継続する

- カムアン県のタケヸク群の４学栉を支援

ヷ8年目にして1栉が自立、目棊の週３回の給食を実現

２．ラオス訪問のきっかけ

⓸

タケーク群

訪問栉（タケヸク郡内）
１．ラオグア小学栉
２．コヸコン小学栉
３．ノンパン小学栉
４．ポンサイ小学栉



２．ラオス訪問のきっかけ
３．訪問した学栉の梳子
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１．ミャンマヸと同じ“ㆁ組み”は棣能しない

ヷラオスでは、学栉がコミュニティの場所である

ヷミャンマヸのように頻繁にお寺に寄ㆄはしない（必要時には皆で協力する）

ヷ子供たちの健康を見守るㆁ組み（可視化）が優先

診断棣器をお寺に設置したモデルは ラオスでは棣能しない！

３．ラオス訪問でわかったこと



３．ラオス訪問でわかったこと

２．素晴らしい『浦ㄥランチヷプロジェクト』

ヷ教師と生徒が食材を育て、村ㅴも給食の調理や畑の管理を担うなど

協力ㆳ制を確立

ヷ給食提供による生徒の栄養状態の向ㄥをはじめ、通学意欲増進など

就学ㅙ情の改善

ヷ生徒の健康促進と保健衛生面での向ㄥ（手洗い、昼食後の歯みがきなど）

３．課題 （木戸の個ㅴ的な提栚）

ヷ『浦ㄥランチヷプロジェクト』の功績を実証する

課題：学栉では定量的な目棊はなく政府の指導要項もㄧ明慮

☞ 子供たちの成長のBEFORE & AFTER を可視（数値）化

ヷ子供たちが元気で健やかに育つためにも、可視化して健康管理や病気の

ㅖ防や早期発見、または治療に役立てる

“保健室”で子供たちの健康を見守るㆁ組み
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４．まとめ

ラオス版『健康維持ㆁ組みづくり』の策定

１．ロヸタリヸアンとしての活動桭討 と

国際ロヸタリヸへの支援要請

２．現地ニヸズの掘り起し

３．浦ㄥ財団との連携について可能性を棎索

宣言

自らがㄶ心となり、多くのㅴたちと手を取りながら

ラオスの子どもたちの健康を育て、その家族も笑顔

で有意義な生活ができるように協創 (cocreation)

を続けていく
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Thank 

You!

Thank 

You!
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